












































反映できなかった参考文献を挙げておく。Simo Knuuttila, Emotions in





























26 藤女子大学キリスト教文化研究所紀要 勝西：カントと affectio ⑴ 27
2 GA III/4, 71-73. ヘルダーを範とすべきだという発言からして，三批判へ
と分割されるカントの人間並みの原理を超えた統合原理から考え，神的原
理を内在化させる必要性をフィヒテが示唆していると思われる。
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4 ニュッサのグレゴリオス⽝モーセの生涯⽞谷隆一郎訳，⽝キリスト教神秘
主義著作集⚑ ギリシア教父の神秘主義⽞教文館，1992 年，特に第⚒部































⚑ キリスト教思想における affectio としるしの解釈：一つの
スケッチ
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15 アウグスティヌス⽝ソリロキア⽞参照。他にたとえば，⽝真の宗教⽞第⚕部
第 39 章 72 参照。神を霊的な感覚によって内的に経験することが可能だと
する箇所として，⽝告白⽞第 10 巻第⚖章⚘参照。
16 ⽝自由意志論⽞参照。
































20 アウグスティヌス⽝告白⽞第 11 巻第 27 章 35 参照。
21 同書，第 11 巻第 27 章 36 参照。
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25 アウグスティヌスの戦争論は，このことを真っ当に反映している。
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27 同書，第 14 巻第⚖章，第 28 章参照。
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30 たとえば，⽝神の国⽞第 22 巻第 30 章。
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52 ニーチェのカント批判がすぐ思い浮かぶ。
53 後ろの三つの実践的概念については今回は触れていない。

